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NXJ アプリケーシ ョ ンを 
操作する 1
NXJ アプリケーシ ョ ンの実行時には、 あらかじめ定義された NXJ コマンドを用い
てアプリケーシ ョ ンを操作します。 アプリケーシ ョ ン開発者は、 必要な処理を自
分で記述して追加のコマンドを作成し、 それらをアプリケーシ ョ ンに組み込んで
使用することもできます。 通常の場合、 コマンドがマップされたボタンやリンク
を押下またはクリ ッ クすることで、 コマンドに定義された処理が実行されます。
またコマンドのマップされたファンクシ ョ ンキーを押下したときにも、 コマンド
は実行されます。

デフォルトの NXJ ツールバーには、 最も使用頻度の高いコマンドを使用するため
のボタンが含まれています。 これらのボタンは、 現在使用可能であるかどうかに
よって、 ステ ィ ップル表示となったり、 ステ ィ ップルでない表示となったり しま
す。

デフォルトの NXJ ツールバーでは、 そのボタンにマップされた
コマンドが使用できないときには、 ボタンをステ ィ ップルで表示
します。

例えば、 Next ボタンは次フォームへの移動に用いますが、 カレ
ン トのフォームに次のフォームが存在しない場合には、 ステ ィ ッ
プル表示となります。 ボタンがステ ィ ップルではない状態は、
Next ボタンにマップされたコマンドが使用できることを示して
います。

ステ ィ ップル 
表示された 
ボタン

ステ ィ ップル
でないボタン
NXJ アプリケーシ ョ ンを操作する 1
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表 1-1は Unify NXJ コマンドのリス トで、 各コマンドの説明、 デフォルトのファ
ンクシ ョ ンキーマッピング、 そのコマンドにマップされたデフォルト NXJ ツール
バーのボタンを表示しています。

表 1-1  コマンド、 フ ァンクシ ョ ンキー、 ボタン  (1 / 5)

コマンド 説明
デフォルトの
ファンクシ ョ ン

キー

デフォルト
のボタン

Add 
Update

新しいレコードを追加して保存す

る。 既存のレコードの場合は、 そ

れを更新する。

F9

Cancel Zoom ズームフォームを取り消して、

ズームの呼び出し側のフォームに

戻る。 呼び出しフォームには値を

返さない。 このコマンドはズーム

フォームのみで有効。

Shift-F9

Clear to add フォームモードを、 追加／更新

モードに変更する。

この時 NXJ インタラクシ ョ ン
サーバでは以下の操作が実行され

る ：

フォームをクリアする。 選択セッ

トに空のレコードを追加する。

フ ィールドに UNDEFINED もし く
はデフォルト値を設定して、 選択

セッ トの新しいレコードを初期化

する。

F7
2 Unify NXJ エンドユーザーズガイ ド
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Clear to find フォームモードを、 検索モードに

変更する。

この時以下の操作が実行される ：

フォーム上のすべての非ターゲッ

ト フ ィールドにブランクを表示す

る。 選択セッ トはクリアされる。

ステータスフ ィールドが変更され

る。 デフォルトの検索条件がある

場合には、 フォームのフ ィールド

コン ト ロールに表示される。 9
ページの 「検索モードの使用」 を

参照して く ださい。

Shift-F3

Delete データベースからカレン ト レコー

ドを削除する。

Shift-F8

Exit アプリケーシ ョ ンを終了する。

Field Help カーソルの置かれたフ ィールドに

対し、 コンテキス トヘルプを起動

する。

F5

Find NXJ インタラクシ ョ ンサーバによ
り、 入力された値と一致するレ

コードが検索される。 検索の結

果、 条件に一致したレコードが選

択セッ ト と してフォーム上に表示

される。 9 ページの 「検索モード

の使用」 を参照して く ださい 

F3

表 1-1  コマンド、 フ ァンクシ ョ ンキー、 ボタン  (2 / 5)

コマンド 説明
デフォルトの
ファンクシ ョ ン

キー

デフォルト
のボタン
NXJ アプリケーシ ョ ンを操作する 3
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First Record 選択セッ トの第一レコードをカレ

ン ト レコードに設定する。 選択

セッ トの第一レコードがカレン ト

レコードである場合には、 First 
Record ボタンをクリ ッ クするこ
とはできない。

Shift-F6

Last Record 選択セッ トの最終レコードをカレ

ン ト レコードに設定する。 更新

モードでは、 Last Record ボタン
をクリ ッ クすると、 残りの全レ

コードを検索し、 それらを選択

セッ トに追加する。 選択セッ トの

最終レコードがカレン ト レコード

である場合には、 Last Record ボ
タンをクリ ッ クすることはできな

い。

Shift-F7

Next Field フォームの次フ ィールドに移動す

る。

Enter

Next Form アプリケーシ ョ ンの次フォームに

移動する。

F2

Next Record 選択セッ トの次レコードをカレン

ト レコードに設定する。 選択セッ

トの最終レコードがカレン ト レ

コードである場合には、 Next 
Record ボタンをクリ ッ クするこ
とはできない。

F4

Next Set 選択セッ トのレコードを次のセッ

トにスクロールする。 選択セッ ト

の最終レコードがカレン ト レコー

ドである場合には、 Next Set ボタ
ンをクリ ッ クすることはできな

い。

Shift-F5

表 1-1  コマンド、 フ ァンクシ ョ ンキー、 ボタン  (3 / 5)

コマンド 説明
デフォルトの
ファンクシ ョ ン

キー

デフォルト
のボタン

Enter
4 Unify NXJ エンドユーザーズガイ ド
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Next Tab タブセッ ト コン ト ロールの次のタ

ブにフォーカスを移動する。 
フォーカスがタブラベルにある場

合、 タブ間を移動するために矢印

キーを使用できる。

Ctrl-Tab

Previous Field フォームの前フ ィールドに移動す

る。

Shift-Enter

Previous Form アプリケーシ ョ ンの前フォームに

移動する。 このコマンドがズーム

フォーム上で実行された場合、

NXJ インタラクシ ョ ンサーバが
ズームフォームを閉じて、 ズーム

を呼び出した側のフォームに

フォーカスを戻すと ともに、 ズー

ムフォームから呼び出し側の

フォームへ値を返す。

F1

NXJ 
ツールバー

Internet 
Explorer  
ツールバー

Previous Record 選択セッ トの前レコードをカレン

ト レコードに設定する。 選択セッ

トの第一レコードがカレン ト レ

コードである場合には、 Previous 
Record ボタンをクリ ッ クするこ
とはできない。

F6

Previous Set 選択セッ トのレコードを前のセッ

トにスクロールする。 選択セッ ト

の第一レコードがカレン ト レコー

ドである場合には、 Previous Set
ボタンをクリ ッ クすることはでき

ない。

Shift-F4

表 1-1  コマンド、 フ ァンクシ ョ ンキー、 ボタン  (4 / 5)

コマンド 説明
デフォルトの
ファンクシ ョ ン

キー

デフォルト
のボタン

Tab

Control

Shift

Enter
NXJ アプリケーシ ョ ンを操作する 5
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複数のフォームを使用している場合には、 次フォーム選択ダイアログにより、 表
示するフォームを選択することができます。

Previous Tab タブセッ ト コン ト ロールの前のタ

ブに移動する。

フォーカスがタブラベルにある場

合、 タブ間を移動するために矢印

キーを使用できる。 

Ctrl-Shift-Tab

Zoom カレン トのフ ィールド コン ト ロー

ルのズームフォームを表示する。

Shift-F10

表 1-1  コマンド、 フ ァンクシ ョ ンキー、 ボタン  (5 / 5)

コマンド 説明
デフォルトの
ファンクシ ョ ン

キー

デフォルト
のボタン

Tab

Shift

Ctrl
6 Unify NXJ エンドユーザーズガイ ド
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次フォーム選択ダイアログのボタンは、 表 1-2 に説明されています。

注 – Web ブラウザのキャ ッシュ保存領域がいっぱいになっている場合、 Web ブラ
ウザのツールバー上の Back ボタンによって Previous Form コマンドを ト リガーす
ることができない場合があります。 
Internet Explorer でキャ ッシュをク リアするには、 メニューから  ツール > インター
ネッ トオプシ ョ ン  を選択し、 全般パネル の インターネッ ト一時ファイル にある  
ファイルの削除 ボタン  をク リ ッ クします。

表 1-2 Choose Next Form ボタン

コマンド 説明
デフォルトの
ボタン

Choose Selected Form 選択されたフォームを表示する。

Cancel Next Form 
Selection

次フォーム選択ダイアログを消去する。
NXJ アプリケーシ ョ ンを操作する 7
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レコードの検索 2
レコードの検索を行うためには、 事前にフォームやデータビューが検索モード と
なっている必要があります。 検索モードのとき、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバで
は、 フォームに入力された情報が検索条件として解釈されます。 また、 フォーム
やデータビューには、 追加 / 更新 / 削除モード （AUD モード） という も う一つの
モードがあります。 AUD モードのとき、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバでは、
フォーム上で入力された情報がカレン ト レコードの変更と して解釈されます。

Clear ボタンをク リ ッ クして CLEAR_TO_FIND コマンドを発行すると、 Unify NXJ
は検索モード となります。 NXJ デフォルト ツールバーの Search ボタンをク リ ッ ク
して FIND コマンドを発行すると、 Unify NXJは検索条件に一致したレコードを検
索します。 一致したレコードは選択セッ ト となりフォーム上に表示されます。

検索モードの使用

フォームは以下の 2 つの条件のどちらか 1 つによって検索モード となります。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバによって、Auto Find プロパテ ィ  と  Start In Add 
Mode プロパテ ィ  の両方が “false” に設定されたフォームが表示されるとき

• NXJ デフォルト ツールバーの Clear ボタンをク リ ッ クして CLEAR_TO_FIND
コマンドを発行するとき

Clear ボタンをク リ ッ クすると、 アプリケーシ ョ ンはフォームを検索
モードに変更し、 以下のイベン トが発生します。

• フォームはすべての非ターゲッ ト フ ィールドをブランクで表示
する  

• 選択セッ トはクリアされる

• NXJ デフォルト ツールバーの上のステータスフ ィールドが変更される

• デフォルトの検索条件がある場合はフォームのフ ィールドに表示される
レコードの検索 9
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検索条件を何も入力しない場合は、 ステータスフ ィールドに “find” と表示されま
す。

検索条件を入力して検索した結果、 一致するレコードが無く、 またデフォルトで
戻される値も無い場合、 ヘッダのステータスフ ィールドには “no records found”
と表示されます。

フォームモードアプリケーシ ョ ン情報フ ィールドは、そのフォームが “find” モード
であることを示しています。

検索条件に一致するレコードを検索するには

1. フォームのフ ィールドに検索条件を入力する。

2. NXJ デフォルト ツールバーの Search ボタンをク リ ッ クして
FIND コマンドを発行する。

検索条件を入力する

フォームが検索モードのときには、 検索条件を入力することができます。 検索条
件はデータベースで検索されるときに一致していなければならない条件です。 検
索条件と一致するレコードが検索された場合、 そのレコードはフォーム上に表示
されれます。 検索条件を満たしたレコードが見つからなかった場合、 フォーム上
にレコードは表示されません。

検索条件には、 その列で有効な値を記述します。 検索条件には以下を指定します。

• 正確な値 （float を除く ）

• 文字列式の範囲 （amount, float, string もし くは text フ ィールド）

フォームモードアプリケーシ ョ ン 

情報フ ィールド

選択セッ トの情報
10 Unify NXJ エンドユーザーズガイ ド
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文字列式の範囲の値を指定するためには、 文字列と メ タキャラクタの組み合わせ
を入力します。 例えば、 Unify DataServer で “Sm” で始まるすべての last name を検
索するためには、 last name フ ィールドに “Sm*” を入力した後、 NXJ デフォルト
ツールバーの Search ボタンをク リ ッ クして FIND コマンドを発行します。 検索さ
れるレコードはすべて “Smith”、 “Smythe”、 “Smather”等の “Sm” で始まるものとな
り、 関連するフ ィールドに表示されます。

警告 – Float列を特定の値で検索すると、 期待するデータが返却されない
ことがよ くあります。 これはコンピュータが Float 値を値の概算で格納し
ているためです。 概算を使用しないシンプルな値であるような “5.1” で
あっても同様です。 この問題を解決するには、 範囲を使用して Float 列を
検索することです。 例えば、 “5.1” に近い値を得るためには、 “5.05-5.15”
を使用します。

使用可能なメ タキャラクタは、 使用するリレーシ ョナルデータベース管理システ
ム (RDBMS) によって異なります。 表 2-1 を参照して く ださい。

表 2-1 検索条件で使用されるメ タキャラクタ  ( １  / ２ )

Unify 
DataServer

その他の 
RDBMS 一致する値 例 結果

? _  
（アンダー 

スコア）

すべての 1文字
の文字列

ABC? ABC で始まるすべて
の 4文字の文字列 : 
“ABCD”, “ABCE”, 
“ABC1”等 

* % ゼロ長文字列を

含むすべての文

字列

A%C “A”で始まり “C”で終
わるすべての文字列 :
“AC”
“AaC. ABC” 
“A C” 
レコードの検索 11



2

[] [] （下記の * 
を参照）

大括弧内で指定

されたすべての

1文字の文字列 

[ABCD] A,B,C,D の文字列

! !
^ （下記の 
** を参照）

メ タキャラクタ

の後ろに指定さ

れる検索条件と

一致しない値 

!23

![aeiou]

23 を除くすべての値

a, e, i, o, u を除くすべ
ての文字列

* Oracle と  DB2 はメ タキャラクタ と して大括弧 [ ] もし くは キャレッ ト  ^ を使用し
ません。

**検索したいワード と して “sample” を使用する場合、 ^a でな く  sa [^a-l]のように
キャレッ ト  ^ を使用する必要があります。
, , メ タキャラクタ

で区切られた検

索条件のうちの

どれか１つの値

6,13

Sue,John

6 もし くは 13

“Sue” もし くは 
“John”

< < メ タキャラクタ

の後ろに指定さ

れる検索条件よ

りも下の値 

<1789

<John

1789 より下の値

“John” より下の文字
列値

> > メ タキャラクタ

の後ろに指定さ

れる検索条件よ

りも上の値

>8201

<20,>40

>aaa 

8201 より上の値

20 より下の値、 もし
くは 40 より上の値

“aaa” よりも上の文字
列

-
（ハイフン）

-
（ハイフン）

メ タキャラクタ

の両側に指定さ

れたデータタイ

プの範囲の値

1-20

a-f

1から 20 までの
numeric値

aから f までの文字列
値 

@ @ null値 @
!@

null値
null でない値

表 2-1 検索条件で使用されるメ タキャラクタ  ( ２  / ２ )
12 Unify NXJ エンドユーザーズガイ ド
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使用するデータベースシステムに固有のメ タキャラクタがない場合は、 リテラル文
字列と して解釈されます。

メ タキャラクタを文字列と して検索する必要がある場合は、 文字列を大括弧 ([ ])
で囲みます。 例 :

[@]work  文字列の “@ work” を検索する  

A[*]B 文字列の “A*B” を検索する

What[?] 文字列の “What?” を検索する

J[,] 文字列の “J,” を検索する

単一の大括弧の文字 ([ もし くは ])はメ タキャラクタ と認識されません。 返答の一
部と して返されます。 例 :

*]abc 文字列の “fg]abc” もし くは “]abc” を検索する

*[ABC]] 文字列の “A]” もし くは “B]” もし くは “C]” を検索する

Unify NXJ アプリケーシ ョ ンにおけるデフォルトの動作では、 検索操作を実行する
前に、 検索条件に対してアスタ リスク ( * ) を自動的に付加しています。 しかし、
明確な検索結果を返すように設計されたアプリケーシ ョ ンにおいては、 検索条件
に完全に一致するレコードのみが選択セッ トに配置されます。

以下の例では、 検索モードの結果を示しています。
レコードの検索 13
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サンプルデータベースが以下のデータを含んでいて、 このデータが検索を実行す
るために使用されたとする場合 :

プライマリキーを使用して一致するデータを検索する場合には、 アスタ リスク 
( * )は付加されません。 例えば、 表 2-3 の “rap*”は “rap”のみを返します。

メ タキャラクタの誤解釈

メタキャラクタの “-” を範囲の記述子として使用するとき、 ロケールによっては
MM-dd-yyyy のような、 表示フォーマッ ト と してハイフン “-” が含まれたデータ
フォーマッ トが使われるため、 衝突による誤解釈が発生することがあります。 例
えば 12-17 という値を入力した場合に、 Unify NXJ では 12 月 17 日、 あるいは
（12, 13, 14...17） の範囲の値という、 両方の解釈が成り立ってしまうため、 求める
検索結果が出ないことがあります。

表 2-2

ram rim

ran rum

rap run

rapid rung

表 2-3 サンプルデータベースを使用した検索の例

検索例

検索条件 検索結果

r ram, ran, rap, rapid, rim, rum, 
run, rung

rap rap, rapid

rap* rap, rapid

r?m ram, rim, rum

r?n ran, run, rung

run run, rung

ra? ram, ran, rap, rapid
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誤解釈はまた、 （US および English ロケールで） グループ記号と して使用された
り、（French ロケールで） 通貨記号と して使用されているカンマ “,” においても発生
します。 これらのロケールでは、 カンマは検索条件のメ タキャラクタの値と して
も使用されているため、 衝突が発生することがあります。 例えば、 French ロケー
ルでは 101.2 の浮動小数点の値は 101,2 と入力されます。 （101, 2） の 2 つのどちら
かの値であるか、 または （101.2） の浮動小数点の値とも解釈されるため、 複数の
解釈を引き起こします。

また、 メ タキャラクタの “-” を使用する時には、 マイナス記号との誤解釈が発生
することもあります。 例えば -1 から 10 の範囲の NUMERIC 値を検索する時には、
通常 “-1-10”  を既述子と して使用するため、 Unify NXJ はこの要求を処理して正
しい値を返そう と します。 しかし、 このように入力した場合、 -1 から 10 までの値
を示すだけでな く 、 “-” をマイナス記号と して用いて、 マイナス 1 マイナス 10 を
意味することがあるため、 ここでも複数の解釈が発生してしまい、 求める検索結
果が出ないことがあります。

Date と Timeの検索

Unify NXJ では、 日付と時刻を指定して一致するレコードを検索できます。 日付と
時刻のフォーマッ トは、 アプリケーシ ョ ン毎にカスタマイズされていますので、
検索条件を入力するときには、 アプリケーシ ョ ンで規定されたフォーマッ ト を使
用しなければなりません。 日付と時刻のフォーマッ トの例は、 このセクシ ョ ンに
記述されています。

デフォルトでは、 日付は MM/dd/yyyy で指定されています。 MM は月を指定する
数値 （integer）、 dd は日を指定する数値 （integer）、 yyyy は現在の世紀の年を指定
する数値 （integer） です。 日付は他にも多くのフォーマッ トがあります。 代表的な
日付フォーマッ トの例とその意味は以下の通りです。

07/04/76 July 4, 1976

04 Jul 76 July 4, 1976

04-07-1776 July 4, 1776

時刻のフォーマッ ト もまた、 アプリケーシ ョ ン毎にカスタマイズされています。
例えば、 時間と分の間におかれるセパレータについて、 コロン、 スペースまたは
その他の文字列で指定することができます。 時刻のフォーマッ トについては、 24 
時間制を基準と しています。 時刻のデフォルトのフォーマッ トは、 HH:mm です。
HH は、 時間を指定する数値 （integer）、 mm は分を指定する数値 （integer） です。
時刻に関する代表的な検索条件の例とその意味は以下の通りです。
レコードの検索 15
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>2:00 2:00 a.m. より後の時刻

12:00 12:00 p.m. （正午）

17:30 5:30 p.m.

デフォルトのメ タキャラクタの範囲の記号として “-”が使用されるので、 日付や時
間のセパレータでメ タキャラクタの誤解釈を引き起こすことがあります。 14 ペー
ジの 「メ タキャラクタの誤解釈」 を参照して く ださい。 

ブラウジング

Unify NXJ アプリケーシ ョ ンのデフォルトの動作では、 一度にすべてのレコードが
選択セッ トに置かれます。 しかし、 アプリケーシ ョ ンによっては、 一度に表示さ
れるレコードの数を指定するブラウジング （拾い読み） 機能を用いている場合が
あります。

ブラウジング機能を用いているアプリケーシ ョ ンでは、 NEXT RECORD コマンド
を発行してカレン トの選択セッ トの最後のレコードまで到達すると、 次の選択
セッ トのレコードが表示されます。 この選択と表示のプロセスは、 選択セッ トの
最後の境界を通過する度に、 検索条件を満たしたレコードが 1件も無く なるまで
繰り返されます。

LAST RECORD コマンドを発行すると、 最後のレコードが該当するフ ィールドに
表示されます。

検索条件を使用して検索されたすべてのレコード数は、 NXJ デフォルト ツール
バーの上のステータスフ ィールドに表示されます。
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レコードの追加 3
レコードの追加を行うためには、 事前にフォームやデータビューが AUD （追加 /
更新 /削除 ) モードになっている必要があります。 AUD モードのとき、 NXJ イン
タラクシ ョ ンサーバでは、 フォームに入力された情報が新しいレコード と して解
釈されます。

New ボタンをク リ ッ クして CLEAR_TO_ADD コマンドを発行する
と、 Unify NXJは、 Update ボタンがアクテ ィブとなり AUD モー
ド となります。

新規にレコードを追加する時には、 NXJデフォルト ツールバーの
New ボタンをク リ ッ クすることで、 フォームをクリアにし、 選択セッ トに空のレ
コードを追加すると ともに、 選択セッ トのフ ィールドに UNDEFINED もし くはデ
フォルト値を設定して、 レコードを追加できる状態にします。

追加された空のレコードが表示されたとき、 NXJ デフォルト ツー
ルバーの上のフォームモードアプリケーシ ョ ン情報フ ィールドに
表示される 4項目の情報が更新されます。 

• レコードステートは not stored と表示される
• フォームモードは update と表示される
• レコードアクシ ョ ンはメ ッセージを表示せず、 ブランクとなる
• 選択セッ ト カウン トは、 元のレコード数に 1件追加された件数で表示される

AUD モードの使用

フォームは以下の 2 つの条件のどちらか 1 つによって AUD モード となります。

• New ボタンをク リ ッ クしたとき

• “Start In Add Mode” プロパテ ィが True に設定されたフォームが開始されると
き

レコードの追加 17
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Update ボタンをク リ ッ クすると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバはカレン ト レコー
ドが新規か既存のレコードかを判断し、 追加あるいは更新の操作を実行します。

• フォームはすべての非ターゲッ ト フ ィールドをブランクで表示する

• NXJ デフォルト ツールバーの上のフォームモードアプリケーシ ョ ン情報
フ ィールドが変更される。 フォームモードアプリケーシ ョ ン情報フ ィールド
の例は、 9 ページの 「検索モードの使用」 を参照して く ださい。
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レコードの削除 4
レコードの削除を行うためには、 その前にフォームやデータビューが AUD （追加
/更新 /削除） モード となっている必要があります。 AUD モードでは、 NXJ イン
タラクシ ョ ンサーバは、 フォーム上のフ ィールドでの情報を削除されるレコード
と して解釈します。

Delete ボタンをク リ ッ クして DELETE コマンドを発行すると、
Unify NXJは削除を実行します。 NXJデフォルト ツールバーの
Delete ボタンをク リ ッ クして、 現在選択されているレコードを削除
します。

レコードが削除されたとき、 NXJデフォルト ツールバーの上のフォームモードア
プリケーシ ョ ン情報フ ィールドに表示される 4項目の情報が更新されます。

• レコードステートは stored と表示される

• フォームモードは update と表示される

• レコードアクシ ョ ンは deleted と表示される

• 選択セッ ト カウン トは、 元のレコード数から 1件減らされた件数で表示され
ます。 アプリケーシ ョ ン情報フ ィールドの選択セッ ト情報の例は、 9 ページ
の 「検索モードの使用」 を参照して く ださい。
レコードの削除 19
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